
鳥
取
市
か
ら
の
支
援
に
感
謝
と
お
礼

　

郡
山
市
は
平
成
17
年
に
鳥
取
市
と
姉
妹
都
市

提
携
を
締
結
。
東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
、
鳥

取
市
か
ら
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
給
水
車
両

や
職
員
を
派

遣
、
物
資
や

見
舞
金
な
ど

物
心
両
面
で

支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
鳥
取

市
民
の
み
な

さ
ま
か
ら
も

震
災
直
後
の

炊
き
出
し
や
、

多
額
の
義
援
金
な
ど
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
こ
れ
ら
の
官
民
を
挙
げ
た
活
動
に
対
し
、

郡
山
市
民
を
代
表
し
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

放
射
線
問
題
の
克
服
に
向
け
て

　

東
日
本
大
震
災
時
の
郡
山
市
の
震
度
は
６

弱
。
残
念
な
こ
と
に
死
者
１
人
、
重
傷
２
人
、

軽
傷
２
人
の
人
的
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
建

物
被
害
は
全
壊
が
約
２
４
０
０
件
、
半
壊
が
約

１
万
５
０
０
０
件
と
福
島
県
内
で
は
件
数
が
多

く
、
道
路
や
河
川
の
護
岸
な
ど
の
損
壊
は
約

２
７
０
０
件
、断
水
戸
数
は
約
３
万
７
０
０
０
戸
、

約
９
万
７
０
０
０
人
に
影
響
が
及
び
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射
線
問
題
は
深
刻
で
、

地
震
や
水
害
か
ら
の
復
旧
復
興
は
、
計
画
を
立

て
て
進
め
れ
ば
形
と
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
放

射
線
は
目
に
見
え
ず
臭
い
も
な
い
。
今
の
線
量

が
将
来
ど
う
い
う
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
誰
も

分
か
ら
な
い
こ
と
を
非
常
に
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　

持
参
し
た
携
帯
用
の
放
射
線
測
定
器
で
こ
の

会
場
の
放
射
線
量
を
測
定
し
ま
す
と
、毎
時
０
・

１
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
。
ち
な
み
に

こ
の
数
値
は
、
自
然
界
に
通
常
存
在
す
る
放
射

線
量
で
、現
在
の
郡
山
合
同
庁
舎
の
線
量
は
０
・

８
２
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
郡
山
市
は
全
国
に
先
駆
け
て

小
中
学
校
の
校
庭
の
表
土
除
去
を
独
自
の
判
断
で

行
い
、
校
庭
の
放
射
線
量
を
下
げ
ま
し
た
。
現

在
、
放
射
線
量
が
高
い
小
中
学
校
で
の
除
染
が
終

了
し
、
教
室
内
の
放
射
線
量
が
鳥
取
市
内
の
学
校

と
同
じ
レ
ベ
ル
に
ま
で
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
郡
山
医
師
会
な
ど
と
連
携
し
、
外
で

遊
べ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
を
行
う
事

業
や
、
放
射

線
量
の
低
い

地
区
で
林
間

学
校
を
開
く

な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
安

全
安
心
を
最

優
先
と
し
た

取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま

す
。

　11月 3日（文化の日）、姉妹都市・福島県郡山市の
原正夫市長が鳥取市を訪問。わらべ館で開催された郡山
市長特別講演会で「東日本大震災・郡山市の状況につい
て」をテーマに講演され、本市が行った支援に感謝とお
礼を述べられるとともに、復興にかける思いを熱く語ら
れました。
　また、さわやかな秋晴れの下開催された「第 34回鳥
取市木のまつり」に設置した姉妹都市コーナーで、郡
山市の特産品などのトップセールスをされました。

問い合わせ先　本庁舎総務課  0857-20-3102

復旧復興に向けて
伝えたい、 郡山市の現

い ま

在を。

原
はら

　正
ま さ お

夫 郡山市長

校庭の表土除去作業

鳥取市水道局の給水活動
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市
庁
舎
は
必
要
な
防
災
拠
点

　

郡
山
市
庁
舎
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

全
く
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、震
災
直
後
、

近
く
の
開
成
山
野
球
場
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
執
務
を
継
続
。
開
成
山
公
園
周
辺
は
、
災

害
時
に
避
難
場
所
と
し
て
機
能
す
る
広
域
防
災

拠
点
と
な
る
よ
う
、
２
年
前
に
改
修
工
事
を
終

え
た
ば
か
り
で
す
。
防
災
上
の
機
能
強
化
を
図

っ
た
ト
イ
レ
や

自
家
発
電
装
置

な
ど
、
万
が
一

を
想
定
し
て
整

備
し
た
施
設
が

今
回
と
て
も
役

に
立
ち
、
こ
の

よ
う
な
形
で
使

用
す
る
こ
と
に

な
る
と
は
思
っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
、
使
用
不
能
と
な
っ
た
市
役
所
本
庁
舎

に
代
わ
り
、
周
辺
の
公
共
施
設
に
機
能
を
分
散

さ
せ
て
執
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
郡
山
市
民
の

み
な
さ
ま
に
は
大
変
な
不
便
を
お
掛
け
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
末
に
は
仮
庁
舎
が
完
成
す
る

予
定
で
す
。

　

な
お
、
震
災
直
後
、
市
内
に
１
０
５
カ
所
開

設
し
、
約
１
万
人
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
た
避

難
所
は
、
避
難
さ
れ
た
人
が
帰
宅
あ
る
い
は
仮

設
住
宅
へ
移
ら
れ
た
た
め
、
６
月
に
閉
鎖
し
ま

し
た
。

　

復
興
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
郡
山
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

講
演
会
に
は
、
郡
山
市
と
ゆ
か
り
の
あ
る
団
体
の
ほ
か
、
震
災

時
に
郡
山
市
を
支
援
し
た
市
民
や
団
体
、
市
職
員
な
ど
約
80
人
が

参
加
。
震
災
後
い
ち
早
く
炊
き
出
し
の
支
援
を
行
っ
た
、
有
限
会

社
む
ら
か
み
代
表
の
村
む
ら
か
み上
亜あ

ゆ

み
由
美
さ
ん
は
、「
飲
食
を
扱
う
者
と
し

て
、
放
射
線
問
題
に
苦
し
む
郡
山
の
生
産
者
を
心
配
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
可
能
な
限
り
郡
山
の
特
産
品
・
食
材
を
扱
っ
て
い
き

た
い
し
、
１
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
る
」
と
エ
ー
ル
を
送
ら

れ
ま
し
た
。
※
講
演
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
た
め
に
最
良
の
選
択
を

　

私
は
市
庁
舎
被
災
の
経
験
か
ら
、
鳥
取
市
の

庁
舎
新
築
移
転
問
題
に
も
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
自
治
体
の
庁
舎
建
設
に
国
の
補
助
金

は
出
ま
せ
ん
。
鳥
取
市
は
合
併
特
例
債
が
使
え

る
の
だ
か
ら
、
大
い
に
利
用
す
べ
き
で
す
。
郡

山
市
に
は
庁
舎
の
建
て
替
え
が
で
き
る
場
所
が

な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
庁
舎
を
新
築
す
る
時
間
的
余
裕
も
あ
り
ま

せ
ん
。
加
え
て
、
建
て
替
え
費
用
も
全
額
が
市

の
負
担
と
な
る
な
ど
郡
山
市
と
鳥
取
市

と
で
は
条
件
が
異
な
り
ま
す
が
、現
在
、

鳥
取
市
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

移
転
新
築
は
、
鳥
取
市
の
将
来
の
た
め

に
最
良
の
選
択
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
市
民
の
み
な
さ
ん
が
決

め
る
こ
と
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に

災
害
対
策
本
部
と
な
る
市
庁
舎
を
整
備

し
て
お
く
こ
と
は
、
市
民
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
こ
と
で
す
。

元
気
な
郡
山
を
全
国
へ
発
信

　

現
在
、
郡
山
市
は
、
元
気
な
郡
山
を

全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
た
め
、
全
国

各
地
の
観
光
物
産
展
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
鳥
取
市
民

の
み
な
さ
ん
に
、
現
在
の
郡
山
市
の
状

況
を
ご
報
告
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　1880年から1887年（明治13年～ 20年）にかけ
て安積開拓（不毛の地であった安積原野を開拓す
る国営事業）のため、旧鳥取藩士族67戸270人余
りが広谷原（現郡山市喜久田町）に移住し、苦労の
末、困難を極めた開拓事業を成し遂げました。そ
の後、移住に関する両市の調査・研究や、移住者
子孫と鳥取市民の交流などが続いています。 

避難所となった開成山野球場

「第 34 回鳥取市木のまつり」で特産の「薄皮饅頭」をセールス

郡山市との交流のあゆみ

●

郡山市●

鳥取市
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